




長期入院児の短期予後をみると極小未熟児、超未熟児は 119/124(96.0%)が生存退院、出生

体重1500～2499gでは43/52(82.7%)が生存しているのに対し成熟児では25/34(73.5%)が生

存退院で約 1/4 は死亡退院となっていた。在胎週別にみても同様な傾向があり、在胎 32

週未満では 130/135(96.3%)が生存退院、32～36 週では 11/14(78.6%)が生存退院、37 週以

上では 30/45(75.0%)が生存退院であった。即ち成熟児や比較的大きい低出生体重児では前

述の基礎疾患が死因となっているものと考えられる。ところでこの様な長期入院が必要な

場合、限られた NICU又は新生児用病床がふさがってしまい病床の効率的運営に支障をきた

すことが懸念される訳であるが、各施設がこれらの児に対し、どの様に対処しているかと

問うたところ、回答が得られた 16施設中、自院の NICU にそのまま入院を続ける施設が 11

施設(68.8%)と最も多く、自院の他病棟への転床が2施設(12.5%)、出来る限り家族の協力

を求め自宅へ帰れるようにするが 2施設(12.5%)であった。 

今後も長期入院児についての後方ベッドを含め総合的な新生児医療体制を作るべき努力を

する必要がある。 


